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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月19日(2011.4.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物品を製造する方法であって、
　ガラスを含む少なくとも第１の複数の粒子を供給する工程であって、前記ガラスが少な
くとも２種の異なる金属酸化物を含み、前記ガラスがＴｇ及びＴｘを有し、前記ガラスの
前記Ｔｇと前記Ｔｘとの間の差異が少なくとも５Ｋであり、前記ガラスが２０重量％未満
のＳｉＯ２、２０重量％未満のＢ２Ｏ３、４０重量％未満のＰ２Ｏ５、及び５０重量％未
満のＰｂＯを含有する、少なくとも第１の複数の粒子を供給する工程と、
　前記ガラスを周囲気圧以下で前記Ｔｇ超まで加熱し、前記第１の複数の粒子の一部に合
体させて、前記物品を供給する工程と、を含み、
　前記セラミックの気孔率が２０体積％未満である、方法。
【請求項２】
　ガラスを含むセラミック物品であって、前記ガラスが、
　３０重量％～５５重量％のＲｅ（Ｉ）２Ｏ３、
　０重量％～２０重量％のＲｅ（ＩＩ）２Ｏ３、
　（式中、Ｒｅ（Ｉ）＝Ｌａ若しくはＧｄ又はこれらの組み合わせ、並びに、
　Ｒｅ（ＩＩ）＝Ｃｅ、Ｐｒ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｅｕ、Ｔｂ、Ｄｙ、Ｈｏ、Ｔｍ、Ｙ、若しく
はＹｂ、又はこれらの組み合わせである）、
　５重量％～４０重量％の、ＺｒＯ２、ＴｉＯ２、アルカリ金属酸化物、アルカリ土類金
属酸化物、遷移金属酸化物又はこれらの組み合わせ、
　０重量％～１５重量％のＳｉＯ２、並びに、
　総じて７０重量％を超える、Ｒｅ（Ｉ）２Ｏ３、Ａｌ２Ｏ３、並びに、ＺｒＯ２、Ｔｉ
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Ｏ２、アルカリ金属酸化物、及びアルカリ土類金属酸化物のうちの少なくとも１つ、を含
み、
　Ａｌ２Ｏ３は、（Ｒｅ（Ｉ）２Ｏ３の重量％－１０重量％）未満の量で存在し、
　前記ガラスはＴｇ及びＴｘを有し、前記ガラスの前記Ｔｇと前記Ｔｘとの間の差異が少
なくとも１００Ｋである、セラミック物品。
【請求項３】
　前記セラミック物品の気孔率が２０体積％未満である、請求項２に記載のセラミック物
品。
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